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創
業
以
来
初
の
プ
ロ
パ
ー
社
長
と
し
て
、

國
本
さ
ん
が
1
1
月
2
6
日
付
で
ト
ッ
プ
に
就
い

た
。
　
「
こ
だ
わ
り
を
持
た
ず
」
飛
び
込
ん
だ

水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
雄
界
。
入
社
転
筆
に

任
さ
れ
た
日
本
下
水
道
事
業
闘
の
仕
翠
で
懸

命
に
取
り
組
む
姿
勢
が
認
め
ら
れ
「
逆
に
顧

客
に
仕
慕
を
教
え
て
も
ら
っ
た
」
。
以
来
、

実
務
一
筋
3
0
数
隼
、
し
か
も
業
界
で
は
異
例

の
電
気
畑
出
身
。
堂
々
前
社
長
が
代
表
権
を

持
つ
会
長
に
い
る
間
に
「
社
長
業
を
勉
強
で

き
る
偏
と
し
な
が
ら
も
、
　
「
現
下
の
体
制
を

維
持
し
つ
つ
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
身

も
心
も
璽
磯
の
な
か
に
あ
る
。

　
現
在
の
上
下
水
道
予
算
は
、
1
0
年
前
に
比

べ
激
減
し
今
後
の
見
通
し
も
不
透
明
。
体
制

維
持
に
は
相
当
の
覚
悟
と
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
人
員
整
理
や
給
与
削
減
と
い
う

欝
葉
を
使
う
つ
も
り
は
毛
頭
無
い
。
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ル
タ
ン
ト
の
財
産
の
…
つ
は
人
。
人
材
中
心

　
　
の
成
長
路
線
を
糞
剣
に
思
い
描
く
。
そ
の
う

　
　
え
で
「
現
状
の
な
か
で
ど
う
す
べ
き
か
、
社

　
　
員
一
人
一
人
も
考
え
る
べ
き
」
と
意
識
改
革

　
　
を
求
め
る
。

　
　
　
今
、
多
く
の
粥
業
体
は
厳
し
い
現
状
に
醸

　
　
面
し
て
い
る
が
、
逆
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

　
　
習
事
は
集
ま
る
と
見
て
お
り
、
意
識
改
革
を
、

　
　
実
現
し
た
自
立
し
た
人
材
こ
そ
が
先
を
兇
据

　
　
え
る
能
力
を
備
え
、
事
業
体
に
対
し
柔
軟
な

　
　
提
案
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
余
力
あ
る
う
ち
に
将
来
の
成
長
の
種
を
ど

くにもと

國本日本水工設計社長

轡
潔
羅

れ
だ
け
残
せ
る
か
と
考
え
て
お
り
、
人
材
の

慧
識
改
革
と
並
行
し
て
新
規
事
業
の
可
能
性

を
模
索
す
る
。
話
題
の
海
外
展
開
に
つ
い
て

は
、
社
内
で
本
格
的
に
手
掛
け
る
べ
き
と
の

意
見
が
相
次
い
で
い
る
が
、
大
き
な
リ
ス
ク

と
投
資
が
伴
う
だ
け
に
、
慎
璽
な
判
断
が
必

要
と
冷
静
に
分
析
中
。
一
方
、
長
寿
命
化
計

画
支
援
は
利
益
率
こ
そ
低
い
も
の
の
、
将
来

の
技
術
提
案
に
向
け
「
今
は
我
慢
の
聴
」
と

捉
え
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
財
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と
な
る
技
術
力
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、
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ち
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覚
悟
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持
っ
て
や
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抜
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」
と
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に
先
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け
処
理
場
の
自
給
率
向
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提
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開
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始
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浮
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共
同
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

　
　
ま
た
福
岡
県
内
で
は
、
I
T
ソ
フ
ト
を
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
用
し
た
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

　
テ
ム
構
築
を
す
す
め
て
お
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、
下
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も
開
発
中
だ
。
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特
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あ
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技
術
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い
か
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保
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欝
で
き
る
か
が
鍵
」
と
断
言
し
、
技
術
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照

　
に
は
継
続
的
な
投
資
を
惜
し
ま
な
い
考
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終
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虚
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ん
。
語
り
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淡
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と
思
慮
深
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笑
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を
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し
実
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な
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が
短
い
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格
で
、
趣
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渓
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釣
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「
短
気
ほ
ど
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果
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2
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4
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